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原子力発電部会 

「次期軽水炉の技術要件検討」ワーキンググループ 

【第１回議題】 

WGで議論する項目の抽出(新設炉に対する課題) 
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添付 ① 耐震・耐津波性能 

岩盤に建屋を埋込 

津
波 

地
震 

建屋の岩盤内埋込による耐震性強化 重要建屋は岩着 

防潮堤 

中央制御室 

格納 
容器 

海水ポンプ 想定津波高さ 

護岸 

敷地レベル 
（想定津波高さ以上) 

中央制御室 

海水ポンプ室 格納 
容器 

止水壁 

非常用ディーゼル発電機 

蓄電池室 

非常用ディーゼル発電機 

蓄電池室 

岩 盤 岩 盤 

ドライサイト化 防潮堤・止水壁による津波防護 

既設炉 新設炉 
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添付 ② 電源の信頼性 
 

可搬型設備での対応が基本 

既設炉 新設炉 

恒設の電源を設置 

恒設DG（海水冷却） 

恒設GTG（空冷） 

・冷却方式の多様化 
 
・位置的分散 
 
・建屋内配置による外部ハ
ザードへの耐性強化 

 
・恒設化で現場操作を不要
とし、ヒューマンエラーの低減
と、対処時間の短縮が可能 

 
・恒設化とすることで設備の
信頼性も向上 
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添付 ③ 火災に対する考慮 
 

ポンプＢ ポンプＡ 

耐火壁 

ケーブル 

耐火隔壁の追設による 
ポンプの物理的分離 

耐火シート 

ケーブル 

区画分離による火災防護 耐火シート等の火災影響軽減対策 

燃料取扱エリア 

Aトレン区画 Bトレン区画 

格納容器 

シビア 
アクシデント 
区画 

トレン間、深層防護
の層間を区画分離 

既設炉 新設炉 

格納容器 

電気盤室 

ポンプA 

ポンプB 

ポンプ室 

電気盤A 電気盤B 
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添付 ④ 自然現象に対する考慮 
 

竜
巻 

森
林
火
災 

竜巻防護ネットや鋼板による防護 

防火帯の設置による森林火災からの防護 

建屋内配置による竜巻防護 

建屋化により、自然災害
等からの防護を強化 

新設炉においても防火帯を
設置し、森林火災から防護 

海水ポンプ 

海水ポンプ室イメージ 

既設炉 新設炉 
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添付 ⑤ 内部溢水に対する考慮 
 

ポンプA ポンプB 

堰の設置 

配管 

溢水対策の例 
（堰の追設） 

壁による区画分離 

ポンプA ポンプB 

配管 

区画分離による溢水
の進展防止 

既設炉 新設炉 
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添付 ⑥ その他の設備の性能 

緊急時対策所の設置 

新設炉においても緊急
時対策所を設置 

既設炉 新設炉 
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添付 ⑦、⑧ 炉心損傷防止対策／格納容器破損防止対策 

可搬型設備での対応が基本 恒設化による対応 

・建屋内への恒設設備配置による外部ハザード
への耐性強化 
・恒設化で現場操作を不要とし、ヒューマンエ
ラーの低減と、対処時間の短縮が可能 
・恒設化とすることで設備の信頼性も向上 

可搬式代替注水ポンプ 大容量ポンプ 

既設炉 新設炉 
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添付 ⑦ 炉心損傷防止対策（使用済燃料プール内燃料損傷防止） 

既設炉 

使用済燃料 

燃料取扱建屋 

使用済燃料 

燃料取扱建屋 

補助給水ピット 

新設炉 

送水車 

海水 

可搬型設備による使用済燃料プールへの補給 恒設設備による使用済燃料プールへの重力注水 
（補給水源：補助給水ピットなど） 
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添付 ⑧ 格納容器破損防止対策 
 

冷却水 

格納容器下部 溶融燃料 
冷却水注水 

ウェットキャビティ方式による溶融炉心冷却 

ドライ型コアキャッチャーによる溶融炉心冷却 
※選択肢として検討中 

（2）溶融燃料冷却段階 

原子炉容器 

冷却水注水 

（１）溶融燃料拡散段階 

拡散槽 

原子炉容器 

コアキャッチャー 

溶融燃料 

凝縮水 
（ﾋｰﾄｼﾝｸ凝縮） 

既設炉 新設炉 

原子炉容器 
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添付 ⑨ 放射性物質の拡散抑制対策 

放水砲の配備 

シルトフェンスの配備 

新設炉においても、大規
模損壊に対してはフレキ
シビリティの高い可搬型
設備を基本とした対応 

既設炉 新設炉 
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添付 ⑩ 意図的な航空機衝突（APC）への対応 
 

特重設備を本館から独立して配置 本館建屋でのAPC防護を強化 

既設炉 新設炉 

Aトレン区画 
Bトレン区画 

シビア 
アクシデント 
区画 

格納容器 

電気盤室 

ポンプA 

ポンプB 

ポンプ室 

電気盤A 電気盤B 

燃料取扱エリア 

特重建屋 

電気盤A 電気盤B 

ポンプB ポンプA 

APCに対して頑健化 

燃料取扱エリア 

特重建屋 

APCに対して頑健化 
 ・特重建屋 
 ・燃料取扱エリア 
 ・格納容器 

設備の位置的分散によるAPC時の同時損傷防止 

格納容器 


